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子どもと教師のかかわりをめぐる問い
一研究の二つの位相から一
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ンソンの「教育Jと「育ちJをめぐる一考察J( W鳴門教育大学研究紀要~ 2001年，第 16巻，
107・114頁)などをご参照いただきたい。
4)筆者の G.H.ミードについての研究は，塩路晶子f!iわかる』ということに関する一考察 - G.H. 
ミードの相互作用論を中心に一J( !í教育方法学研究~ 1997年，第23巻， 49・57頁)，塩路晶子
f!i子ども一保育者』の相互主体性に関する一考察 - G. H.ミードの『態度取得』を中心に-J
(!í教育方法学研究~ 1999年，第25巻， 11・18頁)などをご参照いただきたい。
5) Semel， S.F. and Sadovnil， A.R.， "Schools of TomorrowぺSchoolsofToday，( Peter Land Pub.， 
1999)は，進歩主義教育の学校の歴史と現在の実践の様子について述べている。
6) 柳沼良太『プラグマテイズムと教育 ーデ、ューイからローティヘー~ (八千代出版， 2002年)
は，デューイとローティを中心に，プラグマテイズムと教育の関連について述べている。
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